










氏名・(本籍) 井 筒 雅 之
学位の種類 工 字 博 士
学位記番号 第 3 366 子E玉ヨ
学位授与の日付 昭和 50 年 3 月 25 日
学位授与の要件 基礎工学研究科物理系
学位規則第 5 条第 1 項該当
学位論文題目 導波形能動光回路に関する研究
論文審査委員 教(主査授) 末田 正
教(副査授) 牧本利夫教授藤沢和男 教授難波 進
論文内容の要旨
























し，光変調が TE-TE， TM-TM, TE-TM モード結合の3種に分類できることを示し，その各々につい
て変調の深さを式で与えている。また具体的に GaAs 導波系を用いた光変調についての数値計算結果
を示している。
第 5 章では，前章の解析結果に基づいて，電気光学結晶を基板とする導波形光変調を論じている。
基板の電気光学効果を用いれば電気光学結晶薄膜は必ずしも必要でなく，変調素子の製作が容易とな
る。まず，基板および薄膜変調を比較検討し，設計により基板変調の変調度を薄膜変調によるものと
同程度あるいはそれ以上にできることを示している。つぎに具体的な基板変調素子を仮定して数値計
算例を示している。さらに， KDP 基板，有機薄膜導波路を用いて行なった変調実験の結果を述べ数
値計算結果との比較により基板変調の動作を確かめている。
第 6 章は結論で，本研究で得られた成果を総括すると共に，今後に残された問題点を挙げている。
論文の審査結果の要旨
光エレクトロニクスシステムの光学系として注目される光集積回路においては，従来の光学系と異
なり，光導波路を用いて素子を構成している。
本論文では，まず，能動回路素子の基礎として，変調，偏向，高調波発生，周波数変換等の作用を，
光導波路における光波モード問のパラメトリック相互作用として統一的に取扱い，導波形であるため
に生じた種々の問題点を考慮に入れて相互作用の基本方程式を導いている D
つぎに，これを各種能動回路素子の動作解析に応用し，それらの特性を詳細に考察している。その
結果，いくつかの新しい回路構成方法を見出している。また，変調素子については，側波帯成分間の
モード結合を考慮することによって興味ある知見を得ている。さいごに，具体例として，電気光学結
晶基板を用いた導波形変調素子を試作し，変調実験によってその動作をたしかめている。
以上の結果は，光エレクトロニクスの分野に寄与する所が大きく，博士論文として価値あるものと
認める。
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